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神経炎症の調節におけるグレリン受容体下流の SIRT1 を介したシグナル伝達経路の関与 カロリ
ー制限とそれに関連するグレリン産生は、ニューロン間の接続を維持する cAMP 応答配列結合蛋白
質（CREB）とそれに続く SIRT1 の活性を誘導します。この研究では、六君子湯を投与した 5週齢
の klotho 欠損マウスの脳を解剖し、SIRT1 の活性とタンパク質発現の定量分析を行いました。 コ















ロームの治療に有益である可能性があります。   
 
 



















in vitro での神経幹細胞におけるグレリンの抗炎症活性の検証 klotho 欠損マウスのミクログリア
を LPS で刺激した後グレリンを投与して、神経幹細胞と共培養しました。結果、グレリンはミクログ
リアの神経保護への移行を誘導し、神経の新生を回復させることが示されました。 
神経炎症の調節におけるグレリン受容体下流の SIRT1 を介したシグナル伝達経路の関与 六君子湯を
投与した 5週齢の klotho 欠損マウスの脳を解剖し、SIRT1 の活性とタンパク質発現の定量分析を行









[審査内容]  約 20 分間のプレゼンテーションの後、主査の松川教授から Klotho 遺伝子ノックア
ウトマウスの特性、六君子湯に含まれる化学的成分、正常加齢モデルにも同等の結果が得られるか
など 9 項目、第一副査の山崎教授から免疫染色陽性細胞定量法の妥当性、ミクログリアの採取方
法、ラテックスビーズを用いた貪食能評価法など 10 項目、第二副査の飛田教授より、5 週令マウス
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